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世界のゾソデ（N）

　　　　第10図　ソ聯ゾソデの内部，左は電池と

　　　発信器，右前は計器部

　バイメタルは0．5×35x74皿3の孤形のもので，動きを

レバーで拡大している．又バイメタルの腕金部には一応

熱絶縁を施している．バイメタルは直結式でないので凍

結の危険がある．

　又バイメタルの時定数は日本の物より大部大きいよう

である．

　気圧計は60m中の空盒で，バイメタルを着けて低温に

おける温度補正を行っている．特性は気圧とリニヤーに

なっているから高々度での精度は悪いと思われる．下層

では1符号の幅が100mb以上であり上層の符号の幅の

小さい所でも13mbになる．湿度計は毛髪10本を直線的

に張りその伸縮をそのまま拡大している．倍率は適宜調

節出来る．1符号の湿度範囲は8～12％である．

　発信器は第11図の示す通りで，ハートレー発振回路を

用いた簡単なもので周波数は10～15M（ンsと思われる＊・
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　　　　　　第置図　発信器の配線図

電波型式は・41でB電源を断続する事に依って電波を断続

している．規格はE3¶V，Ep67．5yである．電池は注液

型を使用’している．
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　　　　　　　関西麦部だよリ

　（1）12月の例会は恒例として京都で懇親会を兼ね

て行うことになっている．31年度も12月15日に京都

のセンター近くにある大和料理専門学校の大広間で

京大助教授瀬野錦蔵博士から融雪の熱力学に関する

特別講演を伺い，ひきっづいて近畿在住の会員約50

名の懇親会が開かれた．

　（2）1月例会は昭和32年1月29日（火）神戸海洋

会館（省線元町駅山側）で午前10時から開かれた．

参加者は約百名．支部長の滑川京大教授司会の下に

『海難と気象』に関して次の講演が行われた．

第1部　一般学術研究の部

東和丸遭難当時の気象状況　　　　神戸海洋
12号台風に遭難した乾瑞丸の体験記　　船長
台風の進路予想　　　　　　　　　神戸海洋
低気圧の発達について　　　　　　神戸海洋
アリューシャン低気圧について　　神戸海洋
神戸の北風について　　　　　　　神戸海洋

海上の気圧傾度の予想について　　　姫路測

　第2部　部外講演の部

長尾真也
上島久美
川鍋安次
川鍋安次
金谷光三
井野英雄

田口八雲

珍

海難に関する考察　神戸海上保安部朝藤琢弥・早川音也
海難と気象　　　　　　　　　　　　大阪商船　青山氏
北太平洋の気象　　　　　　　　川崎汽船小島末次郎
瀬戸内海の気象　　　　　　　　　　関西汽船　原田氏
兆太平洋の気象と航路選定について　山下汽船檜垣懸

惑天気”　4・4・


